





































































示したものが図 1である。E=   2; 11に幅の広いクーロンピークがある一方で、低温領域で















【 3】ナノ量子系の量子熱力学 (外部資金 [1], 論文 [2])

























【 4】ハイブリッド量子ビットのデコヒーレンス (学位論文 [1])
近年、量子コンピュータ実現に向け、半導体量子ドットを使った量子ビットの研究が盛んに行わ
れている。その中で特に注目されているのが二重量子ドットによる「ハイブリッド量子ビット系」





















































1. Nobuhiko Taniguchi, \Exact path integral evaluation of locally interacting systems: The Sub-
tlety of operator ordering”ing the free-particle paradigm" (投稿済み).
2. Nobuhiko Taniguchi, \Quantum thermodynamics of nanoscale steady states far from equilib-
rium” (投稿済み).







年秋季大会 (2016年 9月 13日～9月 16日 金沢大学角間キャンパス).
2. 新井和明・谷口伸彦「非平衡量子ドット系における位相揺らぎの解析的評価：クーロン閉塞と近藤効
果」日本物理学会第 72回年次大会 (2017年 3月 17日～20日 大阪大学豊中キャンパス).
3. Nobuhiko Taniguchi, Analytical results for locally interacting systems:How strong uctuations
of emergent gauge elds aect charge-blocking physics, APS March Meeting (2017.3.13 { 3.17,
New Orleans, USA).
＜外部資金＞
1. 文部科学省 科研費 基盤研究（C）「物質のゲージ理論とナノ系非平衡量子輸送現象」(研究代表 谷口伸
彦 2014年度{2017年度).
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